
































また、大高(1994)は、マリー ・ ド・フランスの『 レ』、『寓話』、『聖パ トリックの
煉獄』におけるamerを、「A)[官能的な意味(sens ёrO面quc)での]愛情を感じる、B)
[官能的な意味でない]愛情を感 じる、C)好む(ёprOuVer du goOt pour)(目的語とし










形が2例のみ(りと非常に少ない。 しか ()、 これら2例のうち、J v349はギリア ド
ンがエ リデユックの胸中をまだ知らぬまま立てた仮定を表す簡所であるし、]
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G v445「あなた様は恋をしておられます !(vLIS ameJ)」、w.447-448「あなた様
は愛することがお出来になります(Amer poez)、/あなた様の愛が叶うように」、v“9






























































またGでは、母は屈、子を愛し、父も彼を可愛がつた(《Amぃ/dlle l'amot sa mere/Et
mult estel鐵狙de sun pere.》,w3940)と語られているが、ジョナンはv39をchёrir、
v.40を」merを用いて訳出している(lη。その他にamerは、a4v24(父から娘への
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1)主体=女性 (i菫)、 対象=男性の中心人物 :16:61)
2)主体=男性 (達)、 対象=女性の中心人物 :26:449/(勤ム16)
3)主体=男性の中心人物、対象=女性 (達):76:445,447,561/β:51/11129,130/J:4650)
1      4)主体二女性の中心人物、対象=男性 (達):5c:575,723/Cカム17,30/]:363)1      1-2-2行為の主体、対象と4)に、性別指定のある不特定者である場合 :12
1)主体=男性、対象=女性 :5(助:148,162/(動■ 0“)/Cわ:22/J:371)





























3‐1 主体「ニエリデニック、ギ′L′デリュエック、ギリアド)、 対象 神 :l(]i l178)
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